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1 はじめに

韓国では、2002年の台風15号（台風RUSA）による復旧対策を

講じていた最中に、2006年7月初旬に梅雨期末期の長雨と台風に伴

う集中豪雨により、再び甚大な災害が発生した★１★２。今回の災害

は、韓国全土で死者・行方不明者62名、被災者数約3700人、全・

半壊家屋数約480戸（8月末現在、韓国消防防災庁資料）であり、土

砂移動現象は土石流等が多いのが特筆される。一方、2002年の台

風15号災害では死者・行方不明者が約250名であり、土砂移動現象

は土石流よりも斜面崩壊が多い★３のが特徴とされる。このように、

2002年台風15号時と比較すると、災害の人的被害は少なかったが、

土砂移動現象の規模は今回の災害のほうが大きいと考えられる。

筆者と（独）土木研究所土砂管理研究グループ 栗原淳一上席研

究員は、韓国防災協会の招請により、8月27日～31日に、甚大な被

害が発生した江原道の平昌郡（ピョンチャングン）、麟蹄郡（イン

ジェグン）等の被災地の現地調査を行った。本報告は、その調査

内容の概要を示すものである。

2 降雨の規模

韓国東北地方の年平均雨量は1,200mm～1,500mmであるが、今

回の豪雨では、平昌郡では5日間雨量（7月11日～15日）793mm、
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写真-2 ソクサ一里の被害状況

写真-3 マンポンリー地区の土石流・流木堆積状況

写真-1 平昌郡の崩壊・土石流発生状況（空撮）

最大時間雨量82mmであり、麟蹄郡では5日間雨量（7月11日～15

日）833mm、最大時間雨量122mmであった。なお、麟蹄郡の最大

時間雨量の122mmは、約1万年超過確率時間雨量であるとの麟蹄

郡の担当者から説明があった。

3 被害の概要

1 平昌郡（ピョンチャングン）

平昌郡の現地調査では、ソクサ一里、ハチンブリー、マンポンリ

ー地区の地上調査とヘリコプターでの上空視察を実施した

（ 参照）。現地調査の結果、平昌郡で発生した主な土砂災

害は、風化花崗岩地帯における崩壊に起因した土石流・流木災害

であった。崩壊は小規模なものが流域内の各所で発生し、崩壊し

た土砂は渓床不安定土砂および立木を巻き込みながら流出してお

り、流出土砂の粒径は非常に細かいのが特徴であった。とくにマ

ンポンリー地区では、土石流による被害に加えて流木による被害

が目についた。流木災害は現地での防災担当者の話によると、今

後は韓国においても重要視されつつあるようである。

この平昌郡における土砂災害の状況は1999年6月29日に広島市及

び呉市で発生した土石流災害（以下、「6.29広島災害」という）に

酷似していた。このことは後述する「災害に関する意見交換会」に

おいて説明した。「6.29広島災害」では同時多発的な土砂災害が特

徴の1つであり、平昌郡における土石流も防災担当者や現地住民の

話から同時多発的に土石流が発生した可能性がある。ただし、平

昌郡の保全対象は広島市のように山裾まで発展していないことか

ら、今後は砂防えん堤等によるハード対策に加えて、土地利用規

制等のソフト対策の実施も望まれる。

2 麟蹄郡（インジェグン）

麟蹄郡の現地調査では、五色川・北寒渓（国道44号線沿い）、砂

防えん堤設置箇所、徳積里、昭陽江右支川などの地上調査を実施

した（ 参照）。現地調査の結果、五色川・北寒渓で発生し

た土砂災害は、未風化花崗岩の巨礫及び流木が各支川から土石流

等で流出したことによる道路被害であるともに、各支川から流出

した土砂によって五色川・北寒渓における河床上昇に伴う土砂災

害であった。

この区間は雪獄（ソラク）山国立公園内に位置しており、景観

保全を優先し、これまで治水工事は限定的に行われてきたことも

あり、各支川から大量の土砂が本川へ流出していた。本川下流域

では、堆積した土砂により川幅が広くなるとともに澪筋の蛇行し

た結果、護岸が各所で決壊していた。なお、災害発生時刻が午前8

時頃であったことから、住民は自宅屋根に逃げてヘリコプターで

写真-4～6

写真-1～3

写真-4 五色川支川における土砂堆積状況
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救出されたため、人的被害は少ないとのことである。

今回の調査中、唯一砂防えん堤（2005年完成）を見ることがで

きた。有効高さ6.5m、長さ36m、総工事費2億600万ウォンで、鋼

製のバットレスタイプであった。郡の担当者は今回効果を発揮し

た砂防えん堤を住民や国にPRすることで、今後は積極的に砂防え

ん堤の整備を進めたいと説明していた。

3 災害に関する意見交換会

平昌郡、麟蹄郡等の現地調査後、韓国防災協会のご尽力により

地元の関係機関との意見交換会が開催され、我々も参加した

（ 参照）。意見交換会は、尚志大学土木工学科教授の司会のも

と、災害の原因と今後の対策に分けて議論が行われた。

災害発生原因は、異常な豪雨が発生したこと、凍結融解により

斜面が不安定化したこと、人工構造物や水防による対策が不十分

であったこと、流木による橋梁の閉塞に伴い被害が増大したこと

などの意見が出され、この中で、間伐林を放置していたために流

木となり、被害が増大したのではないかという見解も示された。

対策については、一様に砂防えん堤の整備（麟蹄郡では災害復

旧として99基の砂防えん堤を整備）や流木災害に対応するため橋

梁のピア間隔の拡幅などが示された。また、消防防災庁からは移

住の提案があり、現在法的根拠がないので国会で立法中という紹

介もあった。我が国の土砂災害対策の取り組みについても質問が

あり、法律に基づく土砂災害危険区域の設定や気象庁と連携した

土砂災害警戒情報の発表などを説明した。

4 おわりに

きわめて短い調査期間だったために、1カ所をゆっくり調査する

ことができなかったことが残念である。筆者は2002年の台風15号

災害後にも現地調査を実施しているが、今回の災害のほうが土砂

災害のインパクトは大きかったと感じられた。

最後に一緒に現地調査を行った韓国防災協会、ハンギョレ新聞

社記者の方々には大変お世話になった。この場を借りて御礼を申

し上げる次第である。

写真-7

写真-7 災害に関する意見交換
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写真-5 北寒渓における土砂堆積状況

写真-6 災害直後の砂防えん堤（麟蹄郡提供）


